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ことば ※【移動式オービス】…可搬式速度違反自動取締装置、いわゆる移動式オービスは、走行する車両の速度を測定し、一定の速度以上で走行する車両を速度違反車両として自動で写
真撮影し記録化する運搬可能な装置のことをいう。

一般質問（要旨）

議
員　

今
後
の
事
業
検
討
に
向
け
、
研

究
成
果
の
利
活
用
と
発
信
、
楽
し
み
・

稼
げ
る
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
他
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
提

言
す
る
。
セ
ン
タ
ー
の
未
来
に
向
け
た

役
割
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
所
見
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

生
態
系
サ
ー
ビ

ス
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
精
神
を
地
域

に
浸
透
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
、
歴
史
、
民
俗
、
農
林
漁
業
、

観
光
な
ど
の
分
野
と
連
携
す
る
ほ
か
、

県
自
然
博
物
館
と
連
携
し
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

議
員　

県
北
地
域
の
振
興
は
、
ど
う

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
か
、
ど
の
手
法
を

用
い
る
か
を
捉
え
て
集
中
的
な
投
資
を

行
い
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
推
進
す

べ
き
で
あ
る
。
県
北
振
興
の
こ
れ
ま
で

の
評
価
と
こ
れ
か
ら
の
姿
に
つ
い
て
伺

う
。

知
事　

市
町
の
取
り
組
み
を
支
援
し
た

結
果
、
高
萩
市
で
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
な

ど
の
施
設
を
整
備
し
、
地
域
主
体
の
街

づ
く
り
を
促
進
し
た
。
さ
ら
な
る
取
り

組
み
と
し
て
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組

む
起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
員

し
、
活
動
強
化
と
定
着
の
促
進
を
図
る
。

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
産
拠
点
の

見
直
し
や
脱
炭
素
化
に
よ
り
、
産
業
構

造
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
中
、
本

県
の
強
み
を
生
か
し
、
新
た
な
切
り
口

で
の
企
業
誘
致
を
期
待
す
る
が
所
見
は
。

知
事　

国
の
脱
炭
素
化
へ
の
企
業
支
援

の
動
き
を
捉
え
、
次
世
代
自
動
車
分
野

や
そ
の
取
引
関
係
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
な

ど
を
対
象
に
研
究
開
発
拠
点
な
ど
へ
の

設
備
投
資
意
向
調
査
を
実
施
し
数
社
と

具
体
的
に
交
渉
を
進
め
て
い
る
。
戦
略

的
な
誘
致
を
一
層
加
速
し
、
一
社
で
も

多
く
の
企
業
誘
致
に
結
び
付
け
て
い
く
。

議
員　

米
余
り
か
ら
価
格
低
下
が
予
想

さ
れ
る
。
国
が
新
た
に
設
け
た
都
道
府

県
連
携
型
助
成
を
活
用
し
作
付
転
換
を

促
す
な
ど
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産

を
図
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

農
林
水
産
部
長　

飼
料
用
米
へ
の
作
付

転
換
を
中
心
に
推
進
す
る
。
そ
の
際
、

都
道
府
県
連
携
型
助
成
の
活
用
は
考
え

て
い
な
い
も
の
の
、
国
の
交
付
金
を
効

果
的
に
活
用
し
、
他
県
よ
り
手
厚
い
助

成
を
行
う
な
ど
し
て
農
家
所
得
の
安
定

を
図
る
。
そ
の
上
で
園
芸
品
目
な
ど
高

収
益
作
物
へ
の
転
換
も
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

か
す
み
が
う
ら
市
戸
崎
地
区
の

カ
ー
ブ
区
間
は
、
見
通
し
が
悪
く
、
死

亡
事
故
を
含
め
た
交
通
事
故
が
絶
え
な

い
。
早
急
に
急
カ
ー
ブ
の
緩
和
対
策
に

取
り
組
み
、
事
故
の
起
き
に
く
い
道
路

へ
と
改
善
し
て
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

応
急
対
策
と
し
て
、
路
面

標
示
な
ど
を
設
置
し
た
。
道
路
の
線
形

改
良
に
も
着
手
し
て
お
り
、
現
在
、
用

地
取
得
手
続
を
進
め
て
い
る
。
早
期
の

工
事
着
手
、
完
了

を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
安
心

し
て
出
産
・
子
育

て
で
き
る
医
療
体

制
と
支
援
の
充
実
、

恋
瀬
川
の
河
川
改

修
の
進
捗
・
見
通

し
な
ど
も
質
問
）

議
員　

優
秀
な
人
材
の
確
保
の
た
め
、

他
県
か
ら
も
本
県
で
教
員
を
目
指
し
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
。
学
校
の
感
染
症
対

策
と
教
職
員
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

令
和
三
年
度
も
継
続
し
た
学

校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
に
向
け
、
人
材

の
確
保
に
努
め
る
。
教
職
員
の
志
願
者

数
確
保
の
た
め
、
他
県
と
同
じ
日
程
で

実
施
し
て
い
た
一
次
試
験
を
前
倒
し
し

て
、
試
験
会
場
も
東
京
な
ど
を
加
え
る
。

（
ほ
か
に
、
森

林
資
源
の
循

環
利
用
の
推

進
、
県
道
日

立
い
わ
き
線

の
整
備
進
捗

状
況
な
ど
も

質
問
）

議
員　

茨
城
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お

い
て
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

サ
ッ
カ
ー
競
技
が
開
催
予
定
だ
が
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
地
で
の
感
染
防
止
の

た
め
、
県
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

国
な
ど
に
よ
る

中
間
整
理
を
踏
ま
え
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
が
、
県
は
陽
性
者
発
生
の
場
合
は
も

と
よ
り
、
競
技
会
場
周
辺
で
の
感
染
症

対
策
な
ど
を
行
う
。
担
当
部
局
や
地
元

市
町
に
よ
る
体
制
を
整
備
し
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
高

齢
者
・
障
害
者

施
設
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策

の
充
実
・
強
化
、

鹿
嶋
海
岸
の
侵

食
対
策
な
ど
も

質
問
）

議
員　

速
度
違
反
を
し
た
車
両
を
検
知

し
撮
影
す
る
機
材
、
移
動
式
オ
ー
ビ
ス

が
茨
城
県
警
に
導
入
さ
れ
た
。
期
待
す

る
効
果
と
今
後
の
運
用
は
。

警
察
本
部
長　

狭
い
通
学
路
や
生
活
道

路
で
も
取
り
締
ま
り
が
実
施
で
き
、
通

行
車
両
の
速
度
抑
制
に
よ
る
交
通
事
故

の
防
止
や
、
被
害
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

交
通
事
故
発
生
状
況
や
住
民
の
要
望
を

把
握
し
、
よ
り
効
果
的
に
運
用
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
、

県
道
筑
西
つ
く

ば
線
バ
イ
パ
ス

な
ど
も
質
問
）

田口　伸一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出

分割方式

水柿　一俊 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出  

一括方式

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
て
本
県
の
強
み
を

発
揮
す
る
企
業
誘
致
策

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
地
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策

移
動
式
オ
ー
ビ
ス
※

の
効
果
的
な
運
用

稲
作
農
家
の
経
営
安
定
対
策

外塚　　潔 議員
いばらき自民党
かすみがうら市選出

一括方式

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高萩市・北茨城市選出

一括方式

国
道
三
五
四
号
急
カ
ー
ブ
区
間
の

緩
和
対
策
の
進
捗
と
今
後
の
見
通
し

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

知
事
の
１
期
４
年
間
に
お
け
る

県
北
振
興
の
総
括

学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
と

教
職
員
確
保

　

県
議
会
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
勢
発
展
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
た
め
に
は
、「
県
民
の
目
線
」
と
「
納
税
者
の
視
点
」
に
立
ち
、

従
来
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
進
取
の
気
鋭
で
自
ら

改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
月
二
十
四

日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
茨
城
県

議
会
改
革
推
進
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、「
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
」「
議

会
審
議
・
委
員
会
審
査
の
充
実
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
」「
県

議
会
会
期
の
在
り
方
」「
県
議
選
の
投
票
率
向
上
」
を
テ
ー
マ

に
検
討
を
行
い
ま
す
。
構
成
す
る
委
員
十
一
名
は
次
の
と
お

り
で
す
。

「
茨
城
県
議
会
改
革
推
進
会
議
」を

設
置
し
ま
し
た

座
　
長
　
小
川
　
　
一
成

座
長
代
理
　
舘
　
　
　
静
馬

委
　
　
員
　
西
條
　
　
昌
良

  

〃
　
　
白
田
　
　
信
夫

  

〃
　
　
山
岡
　
　
恒
夫

  

〃
　
　
中
村
　
　
　
修

委
　
　
員
　
長
谷
川
　
重
幸

  

〃
　
　
齋
藤
　
　
英
彰

  

〃
　
　
高
崎
　
　
　
進

  

〃
　
　
江
尻
　
　
加
那

  

〃
　
　
玉
造
　
　
順
一

東京五輪サッカー競技が開催予定
の茨城カシマスタジアム（鹿嶋市）

稲作農家の経営安定を
県北振興の持続可能な取り組みを

（はぎビレッジ：高萩市）

設立15年目を迎えた
霞ケ浦環境科学センター

   定例会の議場の様子


